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12月魚津市定例記者会見 

 

日時：平成 28年 12月 1日（木） 午後 1時 30分～ 

場所：市役所第一会議室 

報道出席者：北日本新聞社、富山新聞社、北陸中日新聞社、読売新聞社、朝日新聞社、

ＮＨＫ、ＫＮＢ、ＢＢＴ、チューリップテレビ、ＮＩＣＥ ＴＶ 

市当局出席者：市長、副市長、教育長、企画総務部長、民生部長、産業建設部長、 

企画政策課長 

 

１.市長からの説明事項 

 ⑴「魚津のタテモン行事」がユネスコ無形文化遺産に登録決定 

  魚津のたてもんが今朝（12月１日午前２時頃）、ユネスコ無形文化遺産に登録とな

った。報道機関の皆様には遅い時間までお付き合いいただき、お礼を申し上げる。10

月 31日に政府間委員会で「記載」との勧告があってから約１か月となるわけだが、

夜中の２時頃、インターネットの画面に「inscribe」（記載）と出た時はとても嬉し

く感じた。 

  たてもんのユネスコ登録を記念した事業をいくつか予定しているので説明する。 

 （説明内容は別添プレスリリースのとおり） 

  

 ⑵平成 28年 12月補正予算（案）について 

 ⑶12月市議会定例会提出議案について 

 （説明内容はプレスリリースのとおり） 

 

 ⑷埋没林博物館 冬のイルミネーション実施 

  埋没林博物館は、冬季に入ると入館者が減少することもあり、また海辺の賑わい創

出につなげたいということで今年初めてイルミネーションでライトアップをする。ま

た、博物館ではクリスマスに向けたイベントも開催中であり、ぜひ冬場の賑わいの一

助になればと考えている。 

 （説明内容はプレスリリースのとおり） 

   

 ⑸魚津駅及び新魚津駅周辺整備事業説明会の開催について 

  ９月議会でも議論があったが、具体的な計画が見えてきた段階でいろんな意見をい

ただいている。市民の皆さんへもう少し説明をしてご意見を聞きながらよりよいもの

にしていく必要があると考えており、説明会を開催して幅広くご意見を伺いたい。 

 （説明内容はプレスリリースのとおり） 

 

 ２.教育委員会及び各部長からの説明事項 

 〈教育長〉 
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 ・富山県立近代美術館所蔵作品展「わくわくアート色・いろ・ＩＲＯ」 

  並びに中学生美術鑑賞 

 ・埋没林樹根の清掃と“水のない埋没林”の展示 

  

  〈企画総務部長〉 

  ・12月市議会定例会（12/5～22、会期 18日） 

   ・千葉ロッテマリーンズ 石川歩投手野球教室と後援会主催の激励会 

       

  〈民生部長〉 

  ・平成 28年度魚津市防犯協会表彰式（15名を表彰） 

  ・暴力・飲酒運転追放地域安全パトロール（約 100名が参加） 

     

  〈産業建設部長〉 

  ・イルミラージュＵＯＺＵ点灯式（※詳細は後日改めてリリース） 

 

３.質疑応答での市からの説明内容 

「たてもんがユネスコ無形文化遺産に登録」 

《記者からの質問》 

   改めて、決定から一夜明けての感想をお聞かせ願いたい。 

《回答》 

   本日（12 月１日）夕方からの祝賀セレモニーで市民の皆さんと喜びを分かち合

いたい。昨日は長い時間待っていて、（審査が）終わるのかなと思いながら見てい

た。日本の案件（山・鉾・屋台行事）の審査が終わり、その日はそこで打ち切りと

いうことで昨日は待った甲斐があったなあと思っている。 

   どこの山・鉾・屋台にも文化的な経緯なりがありそれぞれの文化を大切に継承し

ているわけだが、魚津のたてもんも約 300年にわたり守り続けてきたお祭りであり、

今日までつないでいただいた先人の方々のご努力に感謝したい。その上でこの文化

を未来につないでいくことが我々の責任や役割なのだろうと改めて思う。たてもん

の登録を機にしっかりと魚津のたてもんの特色を全国にアピールしたい。そうする

ことで、観光という切り口はもちろんのこと、魚津を離れているゆかりの方々の、

いわゆるＵターン、Ｉターンといった定住策との連携、そういったものを盛り込み

ながら応援団作りをしていくような取組をしっかりやりたい。また、来年５月には

魚津で全国植樹祭がある。たてもんは豊漁と航海の安全を祈る祭りだが、たてもん

は舟形の土台がケヤキで、提灯をぶらさげる枠はスギで作られており、残念ながら

そのスギは必ずしも地元産材というわけではないので、一つの夢とすれば地元産材

を使って地元の祭りが持続する、そういった取り組みができないかと思っており、

それが今回のユネスコ登録と来年の全国植樹祭という二つの大きな出来事を結び

付け、未来に何を残すのかということを考えて海と山をつなぐ文化を、根本の部分
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はしっかり守りながら育てていければと思っている。 

《記者からの質問》 

   具体的にいうと魚津産の木材でたてもんを作るということか。 

《回答》 

   まだ具体的にどうすればいいのかよく分からないが、イメージとすれば魚津産の

木材でたてもんができるのが一つの理想形かなと思う。 

《記者からの質問》 

   たてもんの材料は、県産材以外のほうが多いのか。強度の話になると、（県産材

でたてもんをという）思いはあっても県産材は不向きという話にはならないか。 

《回答》 

   現在、芯柱はほとんど県産材を使っていないはず。強度や形の条件があり、県内

ではなかなか手に入らないのではないか。ただ、県産のスギでも育て方次第でたて

もんの材料にできる可能性はあると思われる。 

   富山のスギは斜面に植林し、積雪で根曲りに育つことが多い。県内でも氷見のほ

うのボカスギとか砺波のマスヤマスギなどまっすぐに育つものがあるので、どうい

ったスギが合うのか考えていきたい。 

《記者からの質問》 

   12月補正予算にある、たてもんと植樹祭ＰＲ費用 450万円の使い道は。 

《回答》 

   チラシ、ポスター類の作成はもちろん、ＰＲ用のグッズを作る見込みになってい

る。 

《記者からの質問》 

   ユネスコ登録に合わせて作ったのぼり旗などの費用が入っているのか。 

《回答》 

   ９月補正でもＰＲ費用は計上していたが、さらに、熊本で先日開催された山・鉾・

屋台の全国大会を視察し、たてもんも更にＰＲの必要があるとなったことから、取

り組みをさらに拡大する費用を 12月補正に計上している。 

 

「魚津駅及び新魚津駅周辺整備説明会」 

《記者からの質問》 

   都市計画審議会でも、21億円出して１日あたり 20数人の利用者増を見込むのは

費用対効果の面でどうなのかという意見があった。市長自身は現行計画に対し、こ

れだけの費用をかけてこれだけの効果ではもう一度（計画を）見直した方がいい、

という思いがあるのか。そうであれば現計画をほぼ白紙に、ということか。 

《回答》 

   何人もの方がそういう意見を述べられるということは、そうなんじゃないかなと

いう気はする。ただ、現計画を白紙に、ということではない。この計画を具体的に

知らないという方が多いので、まずはそれを示して意見を聞こうとするもの。その
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上で、改良していけるということであればそのようにし、国とも相談しなければな

らない。事業の進め方のスピードについても変わる可能性があり、止めるとか白紙

にするということでなく、国と相談していくために広く意見を聞かなければならな

いというのが根本にある。 

《記者からの質問》 

   意見の中には、東西の自由通路や市庁舎の合築も視野に入れたものがあるが、そ

うなると相当大きな練り直しになるのでは。また、事業期間も相当長くなるのでは

ないか。 

《回答》 

   その可能性もある。一緒にやるのか、切り離すのかという話にもある。まず、期

間ありきではなく、市民の皆さんに事業効果を納得してもらわなければならないと

思っている。 

《記者からの質問》 

  市長の思い入れというか、重要視しているのはどのような点か。例えば、乗り換

えの利便性であるとか、新幹線との乗り継ぎで出てくる賑わいとか、あるいは公約

に掲げておられた駅前再整備とか。その中で、特にこういうところを大事にしたい

というのはあるか。 

《回答》 

  新幹線が開業し、魚津駅は以前と性格が変わったと思っている。ＪＲ時代は特急

が 37 本停まっていたのでビジネスを中心に観光客も利用する、そんな駅だった。

今はビジネスも観光客も新幹線駅に移行しているので、魚津駅は生活路線の駅にな

った。ただ、地鉄が並行しているのが特徴でそのメリットを最大限に活かすことを

考えなければならないと思っている。現在の整備計画がそうなのかというと、どう

なのかなという気もするので、特徴を最大限に活かしながら駅の機能と利用のバラ

ンスを図ることを考える必要があると思っている。 

  駅周辺開発の話は、タイムスパン的にどこまでリンクするのかは正直分からない。

同時に行う必要がどうしてもあるのかというと、そうでないかもしれない。開発が

先にあってもいいかもしれない。駅整備は鉄道事業者がおられるので、事業者との

環境作りに時間がかかれば遅れるかもしれないということがあるので、あまりリン

クさせると動きにくくなってしまう。意識はするが、それぞれしっかり考えるべき

ではないかと思っている。 

《記者からの質問》 

  まちづくりの話というのは、駅から海側へ延びるアクセス道路のことか。 

《回答》 

  それも指している。 

 

「12 月補正予算（案）について」 

《記者からの質問》 
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  木造校舎の木材調達とあるのは、地元産材か。 

《回答》 

  魚津産材を中心とした地元産材ということで、魚津産だけで不足する場合は県内

産材を使う。 

《記者からの質問》 

  校舎は３階建てなのか。学校の木造３階建てはクリアされているのか。強度面は

大丈夫なのか。 

《回答》 

  すべて３階建てではなく、３階建てと一部２階建てで設計を進めている。 

  建築基準法の改正により、３階建てが可能となった。文科省のモデルケースで全

国初の取り組みである。 

  強度については、設計事務所に木造建築の実績があり、３階建てを検討するにあ

たっては、県の関係者や大学教授も入った検討会が関わっているので心配はないも

のと思っている。 


